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日本語議場で使う英語は以下の通りです。 

 

・Yes / Present： 出席確認の際に言ってください。 

・Motion：  モーション（動議）を出す場合 

・Point：  ポイントを出す場合、Point of Inquiry, Point of Orderなど具体的に提示 

しても結構です。 

・Yes / No / Abstention（棄権）： ロールコール投票の際に言ってください。 

 

 

それ以外は、全員が分かるように日本語でお願いいたします。ただし、議長の進行は日英両

語で行い、慣れてきたら場合によってどちらかで使い分ける部分もあります。 

 

 

日本語議場の DR 

 

スポンサーの国名のみ、アルファベットで書きます。 

前文、主文の動詞は次ページからのリストを参照にしてください。 

 

※注意 

  全国高校教育模擬国連（AJEMUN）では、前文と主文の動詞は英語も併記する設 

定でしたが、今会議では DRは全て日本語に統一し、英語は一切使いません。動詞

については、次ページの対訳を例としてください。これ以外の表現も自由に使って

ください。 

 

 次ページの動詞リストの出典 

 「模擬国連マニュアル」 グローバル・クラスルーム日本委員会 2017年 10月 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


